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藍サポ通信～明日に向かって～に掲載されている写真は、本人又は保護者の同意を得て掲載しています。 

「障がい」の記載について、藍サポ通信～明日に向かって～では「障がい」の記載方法を明確にするため、法律や公的に記載され

ているものを除いて「障がい」とひらがなで記載しています。法律名称や公的に漢字で記載されているものについては「ひらがな

に変換せずに」そのまま記載しています。 

 活動報告 藍(共同生活介護) 

さあ、みんなで相談しましょう！ 

 皆さん、何やら真剣な表情で話し合っています。 

「６時出発で間に合うかな？」「お店はどこがいい？」「大部屋と小部屋がいいな」「ついでにボ

ーリングもできへんかな？」色んな声が聞こえてきますが、何の話をしているのでしょう？ 

 

 

 

 

 

 

 

実は今、各ホームの利用者さんやスタッフが集まって、ケアホーム利用者のイベントの打ち合

わせをしています。 

『やりたいと思った事を、どんどんやっていきたい』こうした皆さんの思いから、各ホームの利

用者さんやスタッフが集まって話し合いを行う場所が生まれました。現在は、月１回のペースで

話し合いを行っています。皆さんにとってこの場は、自分のやりたい事をアピールするチャンス

であり、考えるきっかけにもなると思います。やりたいことがうまく表現できなくても、周りの

みんながサポートしてくれます。 

 利用者さん達がやりたい事をどんどん発信し、スタッフがそのお手伝いをする…･そんな形に 

発展させていけるよう、これからもみんなで話し合える場を持ち続けていきたいと思います。 

                                   記事担当 芝田 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                   

 

 

 

 

  

 

     活動報告 ひらの 

やっときたよバーベキュー 

 ５月８日狭山市にあるふれあいの里にてバーベキューを行いました。西事業所のみなさんも

加わり総勢５０名ほどになった今年は荷物も多くなり、先発隊にあたった利用者さんは汗をかき

ながら準備を進めてくれました。みんなが揃うとバーベキューがスタート！「お肉焼けたよ～」

「ソーセージ食べる人」などの声がかかる度にお皿をもっておかわりに行く方がいたり、待ちき

れない人は焼いている傍まで行って焼けるのを待っていたりバーベキューを大いに楽しんでいま

した。おなかがいっぱいになった後は宝探しゲームに挑戦。チームに分かれて紙に書かれた暗号

を真剣な表情で解く利用者のみなさん。時々、スタッフがヒントを出すのですが、その声も耳に

入らないぐらい暗号に夢中になっていました。暗号を解読することができるとチームみんなで一

目散に宝が埋まっている場所に行き、見事宝をみつけると集中していた顔の筋肉がゆるみ笑顔に

なっていました。楽しい時は疲れることがないようで帰りの車内でもおしゃべりが続き、事業所

に到着するまでバーベキューを楽しんだみなさんでした。             

記事担当 山川 

活動報告 

☆社会福祉法人藍くれよん・地域生活支援センターHIRANO くれよん☆ 

七夕＆プール開始 

７月７日は七夕ということで短冊に願い事や絵を書き、笹に飾り付けました。 

個性的な願いや絵はとても素敵で見ていて楽しい気持ちにさせてくれました。 

七夕が終わっても、壁に飾りつけたり、扉に貼ったりなどして残してあり 

あの時、こんな事を書いたな―と思いだしたり、絵を見て楽しんだりできる 

ので行事をした際には作品などを大事に残しそれをうまく活用していきたいなと思いました。 

 くれよんの夏の一大イベントといえば、そうプールです。みんな楽しみにしてくれているよう

で来所するなり水着に着替えてプールに直行！もぐったり泳いだり、水をかけたりかけられた

り、楽しみ方はそれぞれですがみんな素敵な笑顔を見せながらプールを楽しんでいました。 

これからもプールだけでなくみんなで楽しめる事を季節や様々な行事を通してみんなで考え

て実行していきたいと思います。                    記事担当  的場 

ヘルパー日誌 

梅雨もあけて暑くなる季節になってきました。皆さん身体のほうは大丈夫ですか？今年は暑く

なったり冷え込んだりと、忙しい気候で外出には一層気を使う日が多かったですが、暑くなって

くると人気が出てくる外出はなんと言ってもプールですね。利用者の方には「毎週プールに行き

たい」と言われる方もいらっしゃるほど、夏のプールは人気のスポットです。 

 プールでは、しっかり時間を決めて端から端まで泳いだりウォーキングをされる方もいれば、

時間の許す限りプールの中やプールサイドで水遊びをされる方もいて、プールでの過ごし方は皆

さんそれぞれ違っています。特にプールの中ではわずかな力でも水の中で歩く事が出来るので、

普段車いすの方でも活き活きとしておられ、一緒に入っている私も同じ様に楽しくなってきま

す。                                記事担当 新立 



 

 

 
嬉しい訪問 

 夏の暑い日が続くなか、その暑さを吹き飛ばしてくれるとても嬉しい出来事がありました。それは、一人の訪

問者がくれよんに訪れてくださったことでした。少し照れくさそうにしながらも堂々とした足取りで事務所に入

ってきたのは、くれよんを卒業した仁木さんです。 

 仁木さんの手には菓子折が．．．それは同じくれよんの卒業生・藤原さんとそれぞれの職場での初任給を持ちよ

って買って頂いたものでした。「感謝の気持ちです。皆さんで食べて下さい。」と言葉を添えて直接渡しにきてく

ださいました。あいにく、くれよんの職員が送迎で出てしまっていたので、待ってもらうよう伝えたのですが、

「くれよんのみなさん、梅田さんによろしくお伝えください。」「また、遊びに来ます。」と言葉だけ残してとて

も晴れやかな笑顔でくれよんを後にされました。このことを帰ってきた職員に伝えると“元気で頑張っている事

が分かって嬉しい”とみんな本当に喜んでいました。くれよんから電話でお礼を告げた時も、くれよんでの懐か

しい話をしたり、また遊びに来るよう伝えたりなどとても楽しそうでした。 

 就労の場では多くのご苦労があったかもしれません。それらを乗り越え、手にしたお給料からいただいた贈り

物は何よりも価値のあるもので、こちらこそ感謝の気持ちでいっぱいです。 

 くれよんを卒業してしまうと、連絡が途絶えてしまうことが少なからずはあると思いますが、こうやって顔を

見せに来てくださったり、交流がもてることはこの仕事をするうえでの一番の喜びです！また地域での関わりに

おいて、このようなつながりはとても大切なことだなとあらためて感じました。 

 

仁木さん・藤原さんありがとうございました。 

また、いつでも遊びにきてくださいね☆ 

くれよん一同、楽しみに待っています。 

記事担当 的場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

活動報告 生活介護 平野西事業所 

 

生活介護ひらの西事業所では今年度も桃山学院大学から１名社会福祉士の実習生を８月１日

～９月８日の２４日間受け入れを行うことになりました。 

 

実習生は初めてのことに戸惑いや新たな気づき、利用者さんと関わることの楽しさや難しさ、

あらゆることを感じながら日々実習に取り組んでいるようです。利用者さんは同世代の若い学

生さんが来てくれ興味を持ち、楽しく関わられている方も多くいらっしゃいます。スタッフは

改めて人に伝えることの難しさを痛感しながら指導に当たっています。また日頃の支援を振り

返る良いきっかけにもなっています。いつか同じ福祉畑で働くかもしれない若い実習生にこの

仕事の奥の深さと魅力をいかに伝えるのか私たちも悩みながら成長を見守っていけたらと思っ

ております。 

ひらの西事業所の利用者・保護者の皆様には実習受け入れにご理解ご協力いただいたこと深く

感謝いたします。 

 

                                記事担当 榎本 



 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページでは藍サポートネットワークの様々な情報提供をしています。 

当季刊誌もカラーでご覧いただくことが出来ます。また、季刊誌に掲載する事のできなかった記事・情報についても、

順次ホームページに掲載していきますので、是非ご活用下さい。 

ホームページ：http:// ai-snet.com または Google「藍サポートネットワーク」で検索 

 

 

 

 

 「あんしん薬局」を開局しました 
このたび、藍サポートネットワークに保険薬局を追加しました。 

あんしん薬局は、「医療と福祉に貢献できる薬局」を目指し、地域の方々、利用者やご家族の方々、職員

のみなさんに親しまれる薬局になれるよう努力してまいります。 

お薬の効き目やお薬代のことなど、お気軽にお問い合わせください。処方せんなしでも結構です。お近く

にお越しの際は是非お立ち寄りください。 

 

開 設 者：有限会社ひらの 

薬 局 名：あんしん薬局 

管理薬剤師：保田眞規生 

指 定 日：平成 26 年 8 月 1 日 

場   所：大阪市平野区平野西 4-7-28 

     （地域生活支援センターHIRANO の 1F 駐車場を改装しました） 

  

 

ホームページはこちら → → → http://ai-snet.com/anshin/ 

 

記事担当：保田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


